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西原町議会事務局

議会だよりに対するご意見、
ご要望はこちらへ

TEL:098-945-5122

9月議会の傍聴者

延べ人数

印刷／㈲アイドマ印刷

　
昨
年
末
か
ら
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
例
年
よ
り
早
く
流
行
し
、

そ
の
勢
い
は
２
月
に
入
っ
て
も

衰
え
て
い
ま
せ
ん
。県
の
統
計
で

も
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、警
報

レ
ベ
ル
を
大
き
く
こ
え
る
も
の

で
、よ
り
一
層
気
を
付
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
寒
い
日
が
続
く
中
、行
事
も
落

ち
着
き
、町
民
も
企
業
も
各
種
団

体
も
次
年
度
へ
準
備
を
す
る
時

期
と
な
り
ま
し
た
。別
れ
の
季

節
。仲
間
と
の
残
り
の
時
間
を
大

切
に
し
、気
持
ち
の
良
い
節
目
に

す
る
た
め
に
も
、体
調
を
万
全
に

年
度
末
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
!(̂ )̂!

（ 

宮
里
　
洋
史 

）

つ
ぶ
や
き

人15
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議会事務局（担当：新川）
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【ひとこと】

　いつか、西原町に、犬と一緒に、
遊んだり、ショッピングしたり、
泊れたりできる施設が
できればいいな。

あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか？
　表紙の題字（『議会だより』の文字。横書き）と写真を募集して
います。上手い下手は関係ありません。小学生から大人まで、い
きいきとした題字と笑顔あふれる写真をお待ちしています。

※詳細は議会ホームページをご覧ください。

  Fax.   945-5045

議　会　活　動西原町

か
ん    

な        

か
の
ん

平成30年度予算案説明会

― 厳しい財政状況を反映 ―
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議会広報調査特別委員会－議会広報研修会－
　沖縄県町村議会議長会主
催による「議会広報研修会」
が2月1日・2日に開催され、県
内28町村議会が研修を受け
ました。
　熊本日日新聞社NIE専門委
員で熊本大学客員教授の越
地真一郎（こえじ・しんいちろう）氏を講師に「『読む！資（ただ）す！生かす！』
～熟議型クリニックで新たな気づきを～」をテーマに行われました。
　近年、議会広報誌作成の流れは、「文字数は極力減らし、簡潔に内容を
伝える」ことや「見出しに対する、リード文（記事の前に置かれる文章で、そ
のあとに続く本文の概要を伝える文）を取り入れる」などとなっており、全
国の議会広報委員は、わかりやすい紙面づくりに取り組んでいます。
　わが西原町の議会だよりは、連載している特集記事が高く評価され、
第17回県町村議会広報コンクール（主催：県町村議会議長会）で、審査委
員特別賞を頂きました。これを励みにし、また、研修会で学んだことを活か
して、「読みやすく」「わかりやすい」紙面づくりに取り組んでいきたいと思
います。
　町民の皆様～、「議会だより」を是非、読んでくださいね!!

　2月13日、平成30年度西原町一般会計予算を編成するにあたり、議員
への予算案説明がありました。予算案説明の中で、本町の危機的な財政状
況※及び各種事業の中止や廃止・延期等、また、各種補助団体の補助の減
額、職員人件費削減や議会費の削減等が示されました（※説明時点の歳入
歳出の乖離（かいり）は、約1億5千万円。これは、消防職員の５人採用に係
る人件費も含む東部消防組合の西原町負担金の約3千万円は除く額で、ま
だ予算精査中のため、その額は日々動きがあるとのこと）。
　議会費については、政務活動費の皆減、議員報酬の減額や議会広報事
業費の減などが主な内容でした。議員からは「今年9月までの任期というこ
ともあり、改選後の議員で議論すべき」、「厳しい財政状況であり議員にも
（チェック機能を十分果たせていない）責任があり、仕方がない」、「議会費
は議長を中心に議員が決めるものである」、「議会活性化に逆行している。
若い議員が手を挙げられない」、「（議会は行政監視の）責はあるが、執行側
の見通しの甘さが一番の原因であり、そのために議会費に手を付けるとい
う考えは根本的におかしい」など、さまざまな意見があり、議会費予算案に
対する議会としての結論はまとまりませんでした。

【おわびと訂正】 前号（第74号）で、次のとおり誤りがありましたので、おわびして訂正します。
14頁下 … 〈平成29年度特別会計補正予算〉の介護保険　歳入（主な要因）繰入金
　　　　　（誤） 5千円→8，8878万4千円（8,877万9千円増） ⇒（正） 5千円→8,878万4千円（8,878万9千円増）
19頁下 … 【再質問・回答】の最後の　Q．（誤）事業を開始しして～ ⇒（正） 事業を開始して～

大変ご迷惑を
おかけしました

動物、特に犬が大好きで、
１匹飼っています。将来は、
獣医になりたい。　　　　

２ ⁄ ２
ー那覇市

ー
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こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

第
二
次
予
算
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
内
容
は
。

　
総
務
部
長
　
　
平
成
33
年
度
ま
で
４

年
間
延
長
し
、
予
算
科
目
ご
と
に
カ
ッ

ト
目
標
を
定
め
て
い
る
が
、
予
算
編
成

の
収
支
の
乖
離
を
埋
め
る
ま
で
に
は
い

た
っ
て
い
な
い
。

そ
も
そ
も
10
億
円
の
乖
離
が
発

生
し
て
い
る
原
因
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
企
画
財
政
課
長
　
　
旺
盛
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
要
望
に
応
え
る
等
、
も
ろ

も
ろ
重
な
っ
て
厳
し
い
現
状
が
続
い
て

い
る
。

つ
ま
り
、
計
画
的
な
財
政
改
革

が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

　
企
画
財
政
課
長
　
　
見
通
し
が
少

し
甘
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
国
保

の
県
単
位
化
に
向
け
て
、
正
直
、
注
力

し
て
赤
字
補
填
を
や
っ
て
こ
な
か
っ

た
。

町
を
含
む
選
挙
区
か
ら
選
出
さ

れ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
を
公
約
に

掲
げ
た
新
里
米
吉
県
議
は
、
ど
の
よ
う

に
町
と
連
動
し
て
い
る
か
。

　
町
長
　
　
同
事
業
は
も
と
よ
り
、
県

事
業
、
多
く
の
県
議
の
皆
さ
ん
に
協
力

要
請
し
て
い
る
。

以
前
に
、
前
後
左
右
を
確
認
せ

ず
、
子
供
た
ち
が
自
転
車
で
笑

い
な
が
ら
交
差
点
に
突
っ
込
む
姿
を
見

て
、
背
筋
が
凍
る
思
い
を
し
た
。
後
日
、

教
育
委
員
会
や
学
校
に
対
策
を
求
め
た

が
、
そ
の
後
は
。

　
教
育
部
長
　
　
５
月
に
、
４
小
学
校

で
低
学
年
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
を

実
施
、
10
月
に
浦
添
署
員
に
よ
る
交
通

安
全
講
話
を
全
小
中
学
校
で
実
施
。
議

員
の
指
摘
し
た
危
険
個
所
は
児
童
に
ス

ラ
イ
ド
で
確
認
し
な
が
ら
安
全
指
導
を

実
施
し
た
。

２
年
前
に
定
期
監
査
で
問
題
が

指
摘
さ
れ
た
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

連
合
会
の
補
助
金
50
万
円
が
現
在
ま
で

続
い
て
い
る
が
、
今
後
も
続
け
て
い
く

の
か
。

　
生
涯
学
習
課
長
　
　
は
い
。

学
童
連
と
の
継
続
的
な
話
し
合

い
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
福
祉
部
長
　
　
意
見
交
換
会
は
、
概

ね
３
カ
月
ご
と
に
開
催
し
て
い
る
。

問

問問

問

問

問問

◇
財
政
問
題

◇
交
通
安
全
対
策

◇
継
続
質
問

県
道
浦
添
西
原
線
の
対
応
に
つ

い
て
、
坂
田
ハ
イ
ツ
自
治
会
よ

り
提
出
さ
れ
た
請
願
書
の
説
明
会
が
平

成
29
年
11
月
10
日
に
、
中
部
土
木
事
務

所
よ
り
説
明
さ
れ
た
。
大
胆
な
変
更
案

が
説
明
さ
れ
、
一
定
の
評
価
を
し
て
い

る
。
し
か
し
、
変
更
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
持
ち
帰
っ
て
検
討
し
回

答
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

（
ア
）
町
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。（
イ
）
工
事
遅
れ
が
懸
念

さ
れ
る
が
何
年
を
メ
ド
に
完
成
か
。

（
ウ
）
現
在
の
進
捗
状
況
は
。（
エ
）
立

ち
退
き
後
の
解
体
工
事
の
指
導
は
。

　
建
設
部
長
　
　（
ア
）
県
が
坂
田
ハ
イ

ツ
検
討
委
員
会
と
調
整
す
る
た
め
の
案

で
あ
り
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
答
え
る
の
を
控
え
た
い
。

（
イ
）
事
業
の
進
捗
は
遅
れ
て
い
る
。

事
業
期
間
は
平
成
35
年
で
、
伸
び
る
可

能
性
が
あ
る
。（
ウ
）
翁
長
・
嘉
手
苅

区
間
を
検
討
し
て
お
り
、
事
業
ベ
ー
ス

25
％
、
工
事
０
％
、
用
地
補
償
で
33
％

で
あ
る
。（
エ
）
地
主
と
解
体
業
者
間

の
契
約
の
た
め
、
指
導
は
行
っ
て
い
な

い
。

県
道
那
覇
北
中
城
線
に
つ
い
て

も
平
成
29
年
11
月
10
日
に
説
明

会
が
実
施
さ
れ
、
交
差
点
が
坂
田
ハ
イ

ツ
側
、
県
営
坂
田
高
層
側
の
２
箇
所
に

設
置
予
定
だ
が
、
１
箇
所
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
と
の
説
明
だ
っ
た
。（
ア
）

自
治
会
と
し
て
は
２
箇
所
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
町
の
考
え
方
は
。（
イ
）
現

在
の
進
捗
状
況
は
。

　
建
設
部
長
　
　（
ア
）
町
は
当
然
２

箇
所
の
設
置
が
望
ま
し
い
、
県
か
ら
説

明
な
い
の
で
今
後
協
議
し
て
い
く
。

（
イ
）
幸
地
、翁
長
、坂
田
交
差
点
区
間
、

事
業
ベ
ー
ス
で
46
％
、
工
事
０
％
、
用

地
補
償
52
％
で
あ
る
。

坂
田
小
学
校
新
増
改
築
工
事
が

ほ
と
ん
ど
終
了
し
て
い
る
。
し

か
し
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
が
何
棟
か
残
っ

て
お
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
満
足
に
使
用

で
き
な
い
。（
ア
）
新
増
改
築
の
進
捗

状
況
は
。（
イ
）
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
撤

去
は
。
又
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
完
全
使
用

は
。

　
教
育
部
長
　
　（
ア
）
平
成
30
年
２

月
末
ま
で
の
予
定
。（
イ
）
平
成
30
年

４
月
よ
り
開
放
で
き
る
と
思
う
。

問

問問

◇
道
路
行
政

三
六
協
定
を
順
守
し
、
人
間

ら
し
い
尊
厳
の
あ
る
働
き
方

こ
そ
が
過
労
死
及
び
心
的
障
害
を
防

ぐ
こ
と
に
な
る
と
確
信
す
る
。
町
職

員
及
び
非
正
規
職
員
の
労
働
環
境
は

ど
う
か
。

　
総
務
部
長
　
　
地
方
公
務
員
は
、

三
六
協
定
の
締
結
は
対
象
外
で
は
あ

る
が
、
職
員
の
労
働
時
間
対
策
に
つ

い
て
は
「
超
過
勤
務
の
縮
減
に
関
す

る
指
針
に
つ
い
て
」
を
も
と
に
、
超

過
勤
務
の
縮
減
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
労
働
組
合
と
の
労
使
協
議
を
真

摯
に
行
い
、
関
係
法
令
を
順
守
し
、

町
職
員
、
嘱
託
員
、
臨
時
職
員
の
労

働
環
境
改
善
に
努
め
て
い
る
。

西
原
ま
つ
り
は
、
町
民
の
交

流
や
喫
緊
の
情
報
交
換
及
び

小
中
学
生
・
青
年
会
・
町
民
の
伝
統

芸
能
等
の
お
披
露
目
の
場
で
あ
り
、

重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
自
然
現

象
に
よ
る
中
止
で
は
あ
る
が
、
開
催

時
期
に
つ
い
て
再
考
で
き
な
い
か
。

　
総
務
部
長
　
　
各
関
係
団
体
へ
開

催
時
期
の
意
向
調
査
を
行
い
、
そ
れ

を
も
と
に
実
行
委
員
会
で
決
定
し
て

い
る
。
台
風
に
よ
る
中
止
は
不
可
抗

力
で
は
あ
る
が
、
２
度
目
の
中
止
で

あ
る
こ
と
を
考
え
、
開
催
時
期
に
つ

い
て
、
今
一
度
、
実
行
委
員
会
に
て

協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

町
民
及
び
在
住
企
業
に
対
し
、

ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
等
の
取

り
組
み
を
啓
蒙
す
べ
き
。

　
総
務
部
長
　
　
各
戸
に
、
分
別
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
配
布
し
て
い

る
。
企
業
に
対
し
て
は
、
町
長
を
先

頭
に
、
ゴ
ミ
の
分
別
の
徹
底
、
減
量

化
を
お
願
い
し
、
効
果
と
し
て
事
業

系
の
ゴ
ミ
は
減
少
し
て
い
る
。
今
後

も
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
ゴ
ミ
の
減
量
化

の
取
組
み
を
徹
底
し
た
い
。

交
流
サ
イ
ト
は
、
情
報
発
信

の
ツ
ー
ル
と
し
て
欠
か
せ
な

い
時
代
だ
。
子
供
た
ち
を
事
件
・
事

故
か
ら
守
る
上
で
も
、
学
校
現
場
で

正
し
い
利
用
方
法
を
教
育
す
る
必
要

が
あ
る
。
取
組
み
を
伺
う
。

　
教
育
部
長
　
　
主
な
取
組
み
と
し

て
、①
防
犯
意
識
を
高
め
る
講
演
会

の
実
施
、②
規
範
意
識
の
向
上
、
危

機
回
避
能
力
・
情
報
モ
ラ
ル
の
向
上
、

③
保
護
者
と
児
童
生
徒
で
利
用
ル
ー

ル
の
徹
底
等
。

◇
労
働
環
境

問

問

問

問

◇
文
化
行
政

◇
ゴ
ミ
問
題

◇
児
童
生
徒
の
安
全

◇
教
育
行
政

上里 善清  議員

呉屋  悟  議員 宮里 芳男  議員
みやざと よしお

うえざと よしきよ

ごや　 さとる

飛び出し注意の看板
（小波津地内）

新増改築された町立坂田小学校
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こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

沖
縄
観
光
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
の

政
策
と
し
て
の
一
括
交
付
金
事

業
費
が
毎
年
削
減
さ
れ
て
い
る
状
況
、

本
町
も
十
分
使
い
き
れ
て
い
な
い
。
執

行
体
制
を
強
化
し
、
新
し
い
事
業
を
展

開
す
べ
き
と
思
う
。
交
付
金
の
配
分
額

６
億
円
の
枠
が
あ
る
が
、
実
際
に
ど
れ

く
ら
い
の
予
算
を
確
保
し
、
執
行
額
、

率
、
成
果
は
。

　企
画
財
政
課
長
　
　実
施
し
た
く
て

も
出
来
な
か
っ
た
事
業
、
防
災
無
線
、

陸
上
競
技
場
の
整
備
等
、
こ
れ
ま
で
予

算
額
が
大
き
く
て
有
効
な
財
源
が
な

か
っ
た
も
の
が
出
来
た
と
思
う
。
教
育

委
員
会
関
係
、
学
習
支
援
員
の
配
置
、

電
子
黒
板
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
配
置

し
、
教
育
環
境
事
業
の
整
備
に
成
果
を

得
て
い
る
。

　総
務
部
長
　
　一
括
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
配
分
額
以
外
に
交
付
決
定
額
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
執
行
率
は
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

問
今
年
度
一
般
会
計
よ
り
国
保
へ

の
繰
り
入
れ
を
減
額
、
来
年
度

は
基
金
の
取
り
崩
し
が
困
難
な
状
況
を

な
ぜ
、今
ま
で
把
握
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　総
務
部
長
　
　国
保
事
業
の
県
単
位

化
を
控
え
、13
億
円
に
上
る
累
積
赤
字

解
消
の
努
力
が
早
急
に
求
め
ら
れ
基
金

を
多
く
活
用
し
た
こ
と
と
、庁
舎
建
設

を
終
え
る
頃
に
ス
タ
ー
ト
し
た
一
括
交

付
金
へ
の
大
き
な
期
待
に
何
と
か
応
え

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
急
激
に
財
政
状

況
が
厳
し
く
な
っ
た
要
因
と
言
え
る
。

緊
縮
財
政
へ
と
大
ナ
タ
を
振
る
っ

た
中
身
は
。

　総
務
部
長
　
　ハ
ー
ド
事
業
は
事
業

計
画
の
延
伸
、
経
費
圧
縮
、
新
規
事
業
は

財
政
状
況
回
復
ま
で
は
予
算
化
な
し
の
方

針
。
ソ
フ
ト
事
業
は
補
助
を
打
ち
切
ら
れ

た
扶
助
費
の
廃
止
検
討
や
給
付
基
準
・
給

付
額
見
直
し
検
討
。
ま
た
、
恒
例
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
の
廃
止
・
縮
小
も
対
象
。

県
内
の
国
保
赤
字
の
主
な
要
因

は
、「
前
期
高
齢
者
財
政
調
整
制

度
」に
よ
る
も
の
で
あ
る
。全
県
挙
げ
て

の
国
へ
の
要
請
日
程
は
決
ま
っ
て
い
る

か
。ま
た
、県
に
対
し
て
の
負
担
要
請
も

強
め
て
欲
し
い
。

　町
長
　
　昨
年
も
全
県
挙
げ
て
の
要

請
活
動
を
行
っ
た
。
今
後
も
強
化
し
て

い
き
た
い
。

　福
祉
保
険
課
長
　
　沖
縄
振
興
会
議

で
県
へ
の
負
担
要
請
が
さ
れ
て
お
り
、

国
保
会
議
で
は
私
も
直
接
10
分
以
上
要

請
を
し
た
。

国
保
税
値
上
げ
に
関
し
て
の
住

民
説
明
会
は
自
治
会
単
位
で
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　福
祉
部
長
　
　住
民
説
明
会
の
他
、

広
報
に
し
は
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
自

治
会
長
会
で
の
説
明
、
納
税
通
知
書
へ

の
添
付
、
窓
口
で
の
説
明
な
ど
き
め
細

か
く
対
応
し
て
い
き
た
い
。

町
民
対
応
へ
の
反
応
は
。

　

　福
祉
部
長
　
　国
保
税
は
所
得
に
応

じ
て
軽
減
措
置
が
あ
り
、
増
税
さ
れ
た

場
合
も
上
げ
幅
が
軽
減
さ
れ
る
。
納
期

内
納
付
が
厳
し
い
町
民
に
対
し
て
は
、

納
税
相
談
に
応
じ
減
免
措
置
や
分
割
納

付
等
で
対
応
し
て
い
る
。

問

問問

問

問

◇
町
の
財
政
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か

県
内
市
町
村
は
、
国
民
健
康
保

険
制
度
（
国
保
）
の
県
単
一
化

に
む
け
て
の
赤
字
解
消
の
た
め
に
、
財

政
的
に
厳
し
い
局
面
に
あ
る
。
町
は
町

有
地
売
却
費
13
億
円
を
国
保
の
赤
字
解

消
に
充
当
し
、
そ
の
結
果
、
次
年
度
の

予
算
編
成
で
歳
出
に
対
し
て
歳
入
が
10

億
円
も
不
足
す
る
と
い
う
。
財
源
不
足

に
対
応
す
る
基
金
の
全
額
５
億
６
，８

０
０
万
円
を
投
じ
て
も
な
お
足
り
な

い
。
子
供
の
貧
困
や
町
民
福
祉
な
ど
ま

だ
ま
だ
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
中

で
、
堅
実
な
財
政
運
営
の
確
立
は
急
務

だ
。①
こ
の
事
態
を
町
民
に
ど
う
説
明

す
る
の
か
。②
今
後
の
具
体
的
な
改
革

に
つ
い
て
聞
く
。

　総
務
部
長
　
　財
政
状
況
の
厳
し
さ

は
以
前
か
ら
町
民
に
説
明
し
て
い
る
。

次
年
度
で
直
接
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響

の
あ
る
事
業
に
つ
い
て
周
知
し
て
い

く
。
対
策
と
し
て
、
事
業
計
画
の
延
伸
、

経
費
の
圧
縮
、
新
規
事
業
は
見
送
る
。

扶
助
事
業
は
、
補
助
の
打
ち
切
ら
れ
た

事
業
は
廃
止
の
検
討
や
給
付
基
準
・
給

付
額
の
見
直
し
を
す
る
。
恒
例
化
し
た

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
も
廃
止
、
縮
小
を
検

討
す
る
。

町
の
今
後
の
公
債
費
の
償
還
の

ピ
ー
ク
が
10
億
９
，０
０
０
万

円
、
こ
れ
が
今
度
の
よ
う
に
単
年
度
の

予
算
編
成
で
歳
入
と
歳
出
の
か
い
離
が

10
億
円
と
重
な
っ
た
と
き
に
、
財
政
が

立
ち
行
く
の
か
。

　企
画
財
政
課
長
　
　減
債
基
金
も
60

万
円
と
底
を
つ
い
て
い
る
。
財
政
調
整

基
金
は
目
標
額
の
６
億
５
，０
０
０
万

円
を
キ
ー
プ
し
、
他
の
事
業
を
削
る
方

向
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

は
明
白
だ
。
町
民
は
ワ
ジ
ワ

ジ
ー
だ
。
中
期
財
政
計
画
は
あ
る
が
、

ど
う
い
う
財
政
運
営
を
し
て
き
た
か
と

い
う
問
題
だ
。
国
保
の
赤
字
も
10
年
前

か
ら
、
庁
舎
建
設
の
借
金
返
済
も
当
然

予
測
さ
れ
た
こ
と
。

　企
画
財
政
課
長
　
　厳
し
い
こ
と
は

分
か
っ
て
い
た
。
国
保
に
緊
急
的
に
十

何
億
円
も
補
て
ん
し
、
財
政
プ
ラ
ン
が

立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
事
業

見
直
し
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
一
括
交

付
金
事
業
も
期
待
に
応
え
よ
う
と
、
こ

の
状
況
に
至
っ
て
い
る
。

問

問

◇
国
保
の
県
単
位
化
に
向
け
て

◇
一
括
交
付
金
事
業 

約
60
％
の

執
行
　
利
活
用
促
進
を
！

◇
町
の
財
政
計
画
は
機
能
し

て
い
る
の
か

問

与那嶺 義雄  議員
よなみね　　よしお

伊計 裕子  議員
いけい　ひろこ

大城 好弘  議員
おおしろよしひろ

新国保制度の施行に向けた
主な取り組み（イメージ）

一括交付金の配分額・執行額等一覧（平成24年度～28年度）
年度 配分額 執行額 率

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

6億5,700万円

5億9,600万円

6億1,500万円

5億9,600万円

5億9,600万円

30億6,000万円

4億8,733万6,000円

2億2,956万4,000円

2億8,045万5,000円

6億 764万 円

2億2,161万2,000円

18億2,660万7,000円

74.2%

38.5%

45.6%

102.0%

37.0%

59.6%計

年度 交付決定額 執行額 率

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

6億5,700万 円

2億9,292万6,000円

3億3,632万3,000円

6億4,692万3,000円

2億2,569万8,000円

4億8,733万6,000円

2億2,956万4,000円

2億8,045万5,000円

6億 764万 円

2億2,161万2,000円

74.2%

78.4%

85.9%

93.9%

98.0%

21億5,887万 円 18億2,660万7,000円 84.6%計
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こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

（
１
）ま
つ
り
事
業
費
１
，６
３
５

万
円
の
う
ち
、
沖
縄
振
興
特
別

推
進
交
付
金
１
，３
０
８
万
円
は
全
額

返
金
に
な
る
の
か
。（
２
）興
行
保
険
は

戻
っ
た
の
か
。（
３
）イ
ベ
ン
ト
会
社
等

に
支
払
っ
た
違
約
金
額
は
。

　総
務
部
長
　
　（１
）
一
括
交
付
金

に
つ
い
て
県
へ
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
中

止
で
未
開
催
の
事
業
に
対
し
て
は
活
用

が
難
し
い
と
の
見
解
で
あ
り
、
ま
つ
り

事
業
自
体
は
一
括
交
付
金
事
業
廃
止
の
形

で
取
り
扱
う
。（
２
）
催
事
委
託
業
務
の

支
払
い
が
終
了
し
た
後
に
、
保
険
会
社
と

今
後
調
整
を
し
て
い
く
。（
３
）
業
者
に

支
払
う
予
定
費
用
は
、
中
止
が
決
定
さ
れ

る
以
前
に
準
備
等
に
要
し
た
費
用
や
キ
ャ

ン
セ
ル
料
金
は
、
７
２
１
万
２
，７
０
７

円
が
支
払
い
確
定
額
で
あ
る
。

町
内
の
津
波
避
難
場
所
と
避
難

ビ
ル
は
。

　総
務
部
長
　
　地
域
防
災
計
画
で
は

津
波
の
際
の
避
難
場
所
は
、
現
在
、
坂

田
小
学
校
、
西
原
運
動
公
園
の
２
か
所
。

ま
た
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
は
な
い
。

今
後
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
の
ホ
テ

ル
も
予
定
さ
れ
る
が
、
㈱
合
同

資
源
と
本
町
が
温
泉
水
の
活
用
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　町
長
　
　Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
へ
の
温
泉

水
を
直
接
提
供
す
る
こ
と
は
厳
し
い

が
、
今
後
の
動
き
で
、
沖
縄
総
合
事
務

局
の
呼
び
か
け
で
、
11
月
10
日
に
水
溶

性
天
然
ガ
ス
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
等
へ
の

利
活
用
に
向
け
た
研
究
会
が
発
足
し
て

お
り
、
今
後
、
試
掘
評
価
を
経
て
、
事

業
化
の
際
に
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
へ
の
温

泉
水
の
利
活
用
は
十
分
可
能
と
考
え
て

い
る
。

研
修
の
再
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

の
進
捗
状
況
は
。

　教
育
部
長
　
　現
地
へ
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
ま
と
め
て
い
る
。
要
綱
の

改
正
を
行
い
、
再
開
に
向
け
進
め
て
い

き
た
い
。

問

問

町
財
政
は
危
機
的
状
況
に
直
面

し
、
歳
入
歳
出
の
乖
離
は
約
11

億
円
で
あ
る
。
歳
出
削
減
が
大
き
な
課

題
と
考
え
る
が
、
ハ
ー
ド
事
業
・
ソ
フ

ト
事
業
等
の
削
減
状
況
の
具
体
的
な
内

容
は
。

　総
務
部
長
　
　一
次
査
定
終
了
段
階

で
、
ハ
ー
ド
事
業
は
事
業
実
施
の
延
伸
、

経
費
圧
縮
、
ま
た
新
規
事
業
提
案
に
つ

い
て
は
、
財
政
状
況
が
回
復
す
る
ま
で

は
予
算
化
し
な
い
方
針
。
ソ
フ
ト
事
業

で
割
合
の
大
き
い
扶
助
費
は
、
補
助
の

打
ち
切
ら
れ
た
事
業
の
廃
止
や
各
種
給

付
費
の
基
準
や
給
付
額
の
見
直
し
の
検

討
。
扶
助
費
以
外
で
は
、
こ
れ
ま
で
恒

例
と
し
て
実
施
し
て
き
た
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
も
廃
止
・
縮
小
の
対
象
と
し
検

討
し
て
い
る
。

近
年
は
、
10
億
円
を
超
え
る
乖

離
が
生
じ
て
い
る
訳
で
す
。
新

規
事
業
を
始
め
、
巨
額
の
予
算
を
投
じ

る
ハ
ー
ド
事
業
の
精
査
は
な
さ
れ
て
き

た
か
。

　町
長
　
　国
保
の
赤
字
問
題
、
一
括

交
付
金
の
２
割
負
担
の
問
題
、
都
市
化

の
波
に
よ
る
行
政
需
要
の
多
い
地
で
あ

る
事
に
伴
い
、
地
域
課
題
で
あ
る
ハ
ー

ド
事
業
等
に
答
え
た
こ
と
も
そ
の
要
因

か
と
思
っ
て
い
る
。

一
般
家
庭
に
例
え
る
と
、「
古

く
な
っ
た
テ
レ
ビ
を
買
い
替
え

た
い
。
家
族
旅
行
に
連
れ
て
い
き
た
い
。

奥
さ
ん
に
指
輪
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た

い
。」
自
ら
の
収
入
を
考
え
ず
に
応
え

た
結
果
、
家
族
を
路
頭
に
迷
わ
せ
た
。

現
在
の
財
政
運
営
は
、
そ
う
い
う
状
況

だ
と
思
う
。
事
業
執
行
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
し
っ
か
り
と
議
論
が
な
さ
れ
た

の
か
。

　町
長
　
　制
度
期
間
内
に
最
大
限
取

り
組
み
を
さ
せ
た
一
括
交
付
金
事
業
も

こ
こ
に
き
て
、
２
割
の
負
担
が
財
政
の

ゆ
と
り
を
失
わ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
始
ま

る
償
還
の
問
題
も
あ
っ
て
、
益
々
財
政

状
況
は
厳
し
く
な
る
。
町
民
の
福
祉
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
さ
せ
る
事
は
い

け
な
い
と
い
う
事
で
、
扶
助
費
を
削
減

で
き
な
か
っ
た
事
も
大
き
な
原
因
だ
と

思
っ
て
い
る
。

問

問

問

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誘
致
の
決
定

後
、
進
展
の
為
、
サ
ン
ラ
イ
ズ

推
進
協
議
会
、
中
城
湾
地
域
振
興
協
議

会
で
の
話
し
合
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　町
長
　
　サ
ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会

で
は
い
ろ
い
ろ
な
機
会
で
国
に
対
し
要

請
を
し
て
き
て
い
る
。
中
城
湾
地
域
振

興
協
議
会
と
の
協
議
は
具
体
的
な
話
し

合
い
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
は
、
サ

ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会
が
基
本
と
な
る

と
思
う
の
で
、
他
の
市
町
村
と
連
携
を

強
化
し
な
が
ら
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
動
か

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

「
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
受
入
環
境
整

備
検
討
業
務
」
の
中
身
に
つ
い

て
西
原
町
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　建
設
部
長
　
　県
の
観
光
整
備
課
で

公
表
さ
れ
て
お
り
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
ゾ
ー
ン
の
詳
細
な
条

件
整
備
、
検
証
を
踏
ま
え
て
、
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
セ
プ
ト
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
一
帯
で
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
を
図

る
意
味
で
県
と
西
原
町
は
ど
う
進
め
る

の
か
。

　都
市
整
備
課
長
　
　Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
周
辺

の
計
画
に
つ
い
て
は
都
市
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
見
直
し
を
終
え
て
整
備
手
法
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
で
土
地
利
用
の
す

り
あ
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。

県
の
示
し
た
保
険
税
と
西
原
町

の
国
保
税
と
の
考
え
方
は
ど
う

な
の
か
、
伺
う
。

　福
祉
部
長
　
　県
の
示
し
て
い
る
試

算
額
は
厳
し
い
納
付
額
と
基
準
税
額
と

な
っ
て
お
り
、
県
の
前
期
高
齢
者
交
付

金
の
問
題
と
試
算
値
が
赤
字
が
出
な
い

よ
う
に
高
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で

は
と
考
え
て
い
る
。

国
が
３
，４
０
０
億
円
を
全
国

の
国
保
会
計
に
繰
入
れ
る
と
あ

る
が
、
そ
の
中
で
市
町
村
へ
の
配
分
の

要
請
は
ど
う
か
。

　福
祉
保
険
課
長
　
　今
後
、
県
の
独

自
の
補
て
ん
が
な
い
か
、
議
論
し
た
い

と
思
う
。

問問

問問

問問

問

◇
西
原
ま
つ
り
中
止
を
質
す

◇
温
泉
水
利
活
用
を
質
す

◇
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生

の
再
開
は

◇
防
災
マ
ッ
プ
を
質
す

◇
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連

◇
西
原
町
が
夕
張
市
の
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
う
？

◇
国
民
健
康
保
険
の
移
管

真栄城 哲  議員
まえしろ　てつ

大城 純孝  議員
おおしろよしたか

屋比久 満  議員
やびく　 みつる

た
だ

温泉水発掘のもよう
（東崎地内）

西原町側からみたＭＩＣＥイメージ図
（ＭＩＣＥ誘致時の資料から）
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こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
町
興
し
が
あ
る
中

で
、
一
番
は
西
原
ま
つ
り
だ
と

思
う
。
２
年
に
一
度
の
こ
の
祭
り
は
各

種
団
体
、
大
勢
の
参
加
者
で
賑
わ
い
を

見
せ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
は
台
風
で
、

６
年
間
で
一
度
し
か
開
催
で
き
て
お
ら

ず
、
貴
重
な
伝
統
文
化
を
披
露
す
る
場

が
な
く
な
る
と
い
う
の
は
と
て
も
残
念

で
あ
る
。
毎
年
開
催
に
し
て
、
産
業
ま

つ
り
と
同
日
開
催
し
て
は
。

　総
務
部
長
　
　毎
年
開
催
に
つ
い
て

は
、
財
政
事
情
と
職
員
の
業
務
量
を
勘

案
し
た
上
で
も
負
担
が
非
常
に
大
き
い

た
め
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
産

業
ま
つ
り
と
の
同
日
開
催
に
つ
い
て

は
、
農
産
物
の
収
穫
時
期
に
合
わ
せ
て

１
月
下
旬
で
設
定
し
て
い
る
た
め
難
し

い
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
事
業
の
実

施
自
体
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
も
含
め

検
討
し
て
い
く
。

２
つ
の
ま
つ
り
を
合
わ
せ
て
毎

年
開
催
し
て
は
ど
う
か
。
今
２

つ
の
事
業
で
２
，５
０
０
万
円
の
と
こ

ろ
を
例
え
ば
毎
年
１
，０
０
０
万
円
ぐ

ら
い
の
事
業
に
し
て
同
日
開
催
し
て
は

ど
う
か
。

　町
長
　
　産
業
ま
つ
り
の
開
催
時
期

と
西
原
ま
つ
り
の
開
催
時
期
が
う
ま
く

ジ
ョ
イ
ン
ト
で
き
る
時
期
が
ど
の
辺
な

の
か
。
そ
れ
が
一
点
。
も
う
一
つ
は
産

業
ま
つ
り
の
農
産
物
の
出
品
が
極
め
て

減
っ
て
き
て
い
る
。
西
原
ま
つ
り
の
よ

う
な
舞
台
を
中
心
と
し
た
祭
り
に
変
化

し
て
き
て
お
り
、
む
し
ろ
セ
ッ
ト
に
し

て
や
っ
た
ほ
う
が
盛
り
上
が
る
の
で
は

な
い
か
と
の
思
い
も
あ
る
。
そ
こ
で
、

今
後
一
つ
に
集
約
で
き
る
の
か
も
含
め

て
検
討
し
て
い
く
。

平
成
30
年
４
月
か
ら
未
就
学
児

童
対
象
分
の
国
保
ペ
ナ
ル
テ
ィ

を
廃
止
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
廃
止
さ

れ
る
こ
と
で
現
物
給
付
方
式
が
導
入
で

き
る
と
考
え
る
が
現
状
は
ど
う
か
。

　福
祉
部
長
　
　事
務
手
続
き
及
び
、

各
市
町
村
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
県
は

行
っ
て
い
る
。
そ
の
辺
で
時
間
を
要
し

て
、
10
月
実
施
と
な
っ
て
い
る
。
我
々

も
そ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
10
月
1

日
か
ら
は
現
物
給
付
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

問

問

問

予
算
編
成
時
の
歳
入
歳
出
の
乖

離
が
10
億
円
以
上
の
状
態
が
、

こ
こ
数
年
続
く
が
、
財
源
不
足
の
要
因

は
。　町

長
　
　国
保
の
赤
字
解
消
へ
の
対

応
、
庁
舎
建
設
後
に
始
ま
っ
た
一
括
交

付
金
事
業
へ
の
対
応
が
あ
る
。
町
税
も

増
え
た
が
社
会
保
障
に
係
る
費
用
の
伸

び
率
が
こ
れ
を
は
る
か
に
上
回
り
収
支

の
不
均
衡
が
大
き
な
要
因
。

事
業
の
整
理
統
合
、
町
長
の
思

い
描
く
行
財
政
改
革
、
財
政
の

健
全
化
や
施
策
は
。

　町
長
　
　今
回
策
定
の
予
算
編
成
緊

急
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
第
２
次
で
、
三

役
の
給
与
・
管
理
職
手
当
の
削
減
、
職

員
の
超
勤
手
当
の
削
減
、
各
課
ご
と
に

削
減
目
標
を
設
定
、
事
業
の
見
直
し
の

再
検
討
を
指
示
。
特
に
財
政
調
整
基
金

残
高
６
億
５
千
万
円
の
積
み
立
て
が
当

面
の
目
標
。

実
行
計
画
の
毎
年
ロ
ー
リ
ン
グ

方
式
に
基
づ
く
事
業
の
精
査
・

点
検
は
。

　総
務
部
長
　
　各
課
の
事
業
ご
と
の

個
別
表
を
基
に
聴
取
を
行
い
、
事
業
の

見
直
し
、
統
合
、
廃
止
、
後
年
度
へ
の

先
送
り
含
め
、
調
整
中
で
あ
る
。

具
体
的
な
事
業
の
統
廃
合
、
職

員
数
の
見
直
し
、
配
置
計
画
は
。

　総
務
部
長
　
　予
算
編
成
の
段
階
で

あ
り
、
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
。

建
造
物
や
道
路
整
備
事
業
で
、

継
続
の
も
の
、
今
後
新
規
予
定

の
優
先
順
位
計
画
は
。

　総
務
部
長
　
　各
課
に
お
い
て
予
定

計
画
は
作
ら
れ
て
い
る
が
、
予
算
と
の

整
合
性
、
計
画
の
見
直
し
を
含
め
、
緊

急
か
つ
効
果
の
高
い
も
の
を
優
先
に
実

施
す
る
方
針
で
、
具
体
的
な
実
施
年
度

を
示
す
計
画
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

町
長
４
年
の
任
期
の
方
針
を

き
っ
ち
り
出
し
、
行
政
運
営
を

行
い
、
苦
境
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
町

長
、副
町
長
、教
育
委
員
会
、各
部
課
長
、

職
員
を
含
め
て
意
識
を
高
め
る
努
力
が

必
要
。
そ
の
決
意
は
。

　町
長
　
　常
に
創
意
工
夫
を
し
、
事

務
効
率
を
高
め
る
こ
と
が
大
事
で
、
職

員
の
意
識
の
変
化
が
あ
り
、
町
民
の
負

託
に
応
え
て
い
く
。

問

問 問

西
原
東
Ｆ
Ｃ
主
催
で
西
原
の
小

学
校
で
は
初
め
て
「
西
原
東
オ

レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
」
を
開
催
し
、
大
成
功

と
い
う
形
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
、
残
念
な
こ
と
は
料
金
が
半
額
で

は
な
く
、
２
千
円×

９
で
１
万
８
千
円

だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
町
民
と
町
外
の

利
用
に
対
す
る
確
固
た
る
規
約
が
あ
る

の
か
。

　教
育
部
長
　
　部
活
動
や
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
等
の
団
体
の
利
用
で
あ
れ
ば
、

そ
の
住
所
地
に
よ
り
、
町
内
と
町
外
の

区
別
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
会
利
用

で
あ
れ
ば
、
そ
の
主
催
す
る
団
体
の
住

所
地
で
町
外
と
町
内
の
判
断
を
し
て
い

る
。

西
原
東
Ｆ
Ｃ
が
主
催
し
て
初
め

て
や
っ
た
大
会
な
の
に
、
割
引

と
い
う
か
、
町
民
利
用
が
少
し
も
加
味

さ
れ
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
理
由

か
。　生

涯
学
習
課
長
　
　今
回
の
場
合

は
、
要
綱
の
提
出
を
求
め
て
い
る
。
要

綱
を
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の

で
、
主
催
の
確
認
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
町
外
料
金
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

今
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
ち
ゃ
ん

と
出
せ
ば
千
円
で
出
来
た
と
い

う
こ
と
か
。

　生
涯
学
習
課
長
　
　要
綱
を
出
せ
ば

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
と
お
り
で
あ

る
。

平
成
18
年
６
月
か
ら
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
新
築
住
宅
に
義
務

付
け
ら
れ
、
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で

に
は
既
存
住
宅
に
も
設
置
す
る
は
ず
で

あ
っ
た
が
、
45
％
と
い
う
こ
と
で
、
特

に
、
東
部
消
防
は
39
％
で
、
県
下
、
最

下
位
で
あ
る
。
そ
の
原
因
と
対
策
は
。

　総
務
部
長
　
　原
因
は
、
日
本
防
火

防
災
協
会
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
に
よ
る
と
、「
費
用
負
担
が
大
き
い
」

「
設
置
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
」「
設
置
の
必
要
性
を
感
じ
な

い
」
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
東
部
消
防

管
轄
内
も
同
様
な
理
由
と
思
わ
れ
、
そ

の
対
策
と
し
て
、
自
治
体
、
消
防
署
、

防
火
ク
ラ
ブ
等
に
よ
る
啓
発
活
動
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
。

問

問

問問問問問

◇
西
原
ま
つ
り
を
毎
年
開
催

に
！

◇
次
年
度
予
算
編
成
・
事
業

計
画

◇
町
民
陸
上
競
技
場（
サ
ッ

カ
ー
）利
用

◇
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
状
況
は

◇
子
ど
も
医
療
費
窓
口
払
い

無
し
へ
！

喜納 昌盛  議員
きな　 まさもり

与儀  清  議員
よぎ　　きよし

宮里 洋史  議員
みやざと ひろふみ

第20回 西原まつり から
（王様の行列）

県下で1、2を争う上質の芝（ここで町内小学
生にもプレーさせたい）
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こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
紙
面
に
「
59
人

入
園
で
き
ず
」
の
掲
載
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
保
育
園
の
入
所
選
定
に
お
い

て
、
在
園
児
と
新
規
乳
幼
児
を
同
列
に

選
定
し
た
こ
と
で
在
園
児
が
選
定
に
漏

れ
た
こ
と
に
よ
る
。
本
町
も
同
列
に
選

定
し
て
い
る
と
あ
る
。
在
園
児
が
継
続

入
園
不
可
と
な
っ
た
事
例
は
あ
る
か
。

　福
祉
部
長
　
　本
年
度
は
継
続
入
所

で
き
な
か
っ
た
事
例
は
な
い
。

30
年
度
の
選
考
方
法
は
。

　福
祉
部
長
　
　西
原
町
で
は
在
園
児

の
保
護
者
に
お
い
て
就
労
状
況
等
に
変

更
が
な
け
れ
ば
継
続
的
な
保
育
利
用
を

基
本
と
し
て
い
る
。報
道
に
あ
る
よ
う

な
再
選
考
と
は
異
な
る
。

長
期
休
暇
前
に
評
価
を
行
い
課

題
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
学

習
の
振
り
返
り
、
苦
手
克
服
を
図
る
上

か
ら
も
、
子
ど
も
の
学
び
に
と
っ
て
大

切
で
あ
る
。
保
護
者
か
ら
も
３
学
期
制

に
移
行
し
て
細
か
く
区
切
っ
て
、
努
力

し
た
成
果
を
自
覚
さ
せ
た
い
等
の
意
見

が
多
数
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

３
学
期
制
へ
の
移
行
を
提
案
す
る
。
教

育
長
の
見
解
は
。

　教
育
長
　
　学
期
制
検
討
委
員
会
か

ら
今
月
１
日
、次
の
よ
う
な
答
申
が

あ
っ
た
。「
検
証
の
結
果
、多
少
の
課
題

は
あ
る
も
の
の
、本
町
に
お
い
て
は
２

学
期
制
が
定
着
し
、順
調
に
運
営
さ
れ

て
お
り
、学
習
環
境
を
含
め
学
力
に
お

い
て
も
年
々
向
上
し
て
い
る
。２
学
期

制
を
継
続
す
べ
き
で
あ
る
」。教
育
委
員

会
は
こ
の
答
申
を
尊
重
し
、２
学
期
制

を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

２
学
期
制
導
入
時
の
課
題
と
し

て
、通
知
表
が
２
回
に
な
り
成
果

の
把
握
が
難
し
く
な
る
の
で
は
と
の
問
い

に
対
し
て
、「
夏
休
み
や
冬
休
み
前
の
保

護
者
会
で
学
習
の
様
子
を
詳
し
く
伝
え

る
」と
あ
る
が
。

　教
育
部
長
　
　小
学
校
は
各
教
科
単

元
ご
と
の
点
数
や
到
達
度
、ク
ラ
ス
平

均
と
比
較
の
資
料
を
活
用
し
説
明
。中

学
校
は
、教
科
ご
と
の
テ
ス
ト
の
点
数

や
席
次
、そ
れ
を
グ
ラ
フ
に
し
た
資
料

や
授
業
態
度
、提
出
物
の
状
況
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
る
。

問

問問

問

恒
久
的
な
自
主
財
源
の
確
保
の

観
点
か
ら
、
誘
致
の
環
境
整
備

は
最
重
要
課
題
と
考
え
る
。
用
途
地
域

の
見
直
し
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

見
直
し
等
、
歳
入
が
先
細
り
す
る
中
に

あ
っ
て
、
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
だ
。

　建
設
部
長
　
　国
道
３
２
９
号
か
ら

海
側
の
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
後
背
地
、
約
１

５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
一
部
改
定
を
行
い
、

企
業
が
参
入
で
き
る
よ
う
な
土
地
利
用

に
変
更
し
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

全
面
改
定
ま
で
数
年
を
要
す
る
た
め
、

先
行
し
て
現
行
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
定

め
ら
れ
た
土
地
利
用
方
針
を
補
完
し
、

地
区
計
画
を
誘
導
す
る
為
の
運
用
基
準

と
な
る
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
土

地
利
用
方
針
及
び
地
区
計
画
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
早
急
に
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

授
業
を
担
当
す
る
教
員
が
平
日

の
放
課
後
、
土
日
も
行
事
に
参

加
を
す
る
こ
と
は
、
多
忙
化
が
叫
ば
れ

る
中
に
あ
っ
て
、
さ
ら
に
輪
を
か
け
る

状
況
だ
。
部
活
は
教
育
的
意
義
も
あ
り
、

生
徒
の
成
長
過
程
に
お
い
て
貴
重
な
場

で
あ
る
。
し
か
し
、
や
り
過
ぎ
た
部
活

は
弊
害
を
生
む
。
休
息
日
を
設
け
る
、

時
間
を
早
め
に
切
り
上
げ
る
、
専
門
の

人
を
補
助
員
と
し
て
雇
う
等
の
解
決
策

と
し
て
ど
う
だ
ろ
う
。

　教
育
長
　
　部
活
動
の
実
態
を
調
査

し
て
み
た
い
。
朝
か
ら
授
業
の
前
に
部

活
す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。
週
１
日
は

休
養
日
を
設
け
る
こ
と
は
、
両
中
学
校

も
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
土
日
休
み
に

顧
問
が
ど
の
程
度
か
か
わ
っ
て
い
る
の

か
。
調
査
を
し
て
軽
減
で
き
る
、
短
縮

で
き
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
、
検
討
し
て

み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　教
育
部
長
　
　現
行
で
は
勤
務
時
間

内
で
あ
れ
ば
職
務
で
あ
り
、
時
間
外

で
あ
れ
ば
職
務
の
範
疇
で
は
な
い
と

考
え
る
。病

気
休
職
者
の
復
職
の
メ
ド

は
。

　教
育
部
長
　
　病
気
休
職
者
は
５
人

で
あ
る
。
来
年
１
月
復
帰
予
定
が
１
人
、

４
月
の
復
帰
予
定
が
２
人
、未
定
が
１
人
、

そ
の
ま
ま
産
休
予
定
が
１
人
で
あ
る
。

問

問問

西
原
町
が
計
画
し
て
い
る
農
水

産
物
流
通
・
加
工
・
観
光
拠
点

施
設
で
は
、
西
原
町
の
農
水
産
物
は
ど

の
程
度
（
％
）
提
供
で
き
る
と
予
測
し

て
い
る
の
か
。

　建
設
部
長
　
　当
該
拠
点
施
設
の
開

設
時
に
お
け
る
野
菜
類
の
年
間
総
売
上

額
は
１
億
３
，５
０
０
万
円
と
推
計
し
て

お
り
、
現
在
町
内
出
荷
農
家
が
市
場
や

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
に
出
荷

し
た
販
売
額
が
年
間
８
，２
０
０
万
円
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
内
産
の
占
め
る
割

合
は
約
６
割
と
試
算
し
て
い
る
。
ま
た

軌
道
に
乗
っ
た
時
期
に
お
け
る
野
菜
類
の

年
間
総
売
上
額
は
３
億
７
，８
０
０
万
円

と
推
計
し
て
お
り
、
軌
道
に
乗
っ
た
時
期

の
町
内
農
家
販
売
額
は
生
産
拡
大
分
を

考
慮
し
て
１
億
６
，２
０
０
万
円
と
推
計

し
た
場
合
、
町
内
産
の
占
め
る
割
合
は

約
４
割
に
な
る
。
町
で
は
今
後
、
観
光

拠
点
施
設
の
整
備
と
並
行
し
て
農
産
物

の
生
産
拡
大
に
も
力
を
入
れ
、
町
内
産

の
占
め
る
割
合
を
５
割
以
上
確
保
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
業
の
担
い
手
確
保
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

　建
設
部
長
　
　そ
の
件
に
つ
い
て
は

農
業
委
員
会
、
農
協
、
沖
縄
県
中
部
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
等
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
農
業
技
術
や
知
識
の
習
得

及
び
就
農
準
備
に
必
要
な
資
金
貸
付
の

支
援
な
ど
に
取
り
組
む
。

西
原
町
の
学
童
保
育
の
実
情
に

つ
い
て
、町
の
支
援
を
含
め
、ど

う
い
う
状
況
に
あ
る
の
か
。

　福
祉
部
長
　
　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
者
は
平
成
28
年
５
月
１
日
現
在

で
３
９
６
名
、
平
成
29
年
５
月
１
日
現

在
で
４
６
９
名
で
73
名
増
と
な
っ
て
い

る
。
町
で
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
と
し
て
運
営
基
準
を
満
た
し
た
学

童
ク
ラ
ブ
に
町
補
助
金
を
交
付
し
て
お

り
、
平
成
28
年
度
の
実
績
が
８
，０
６

１
万
円
で
そ
の
中
に
障
害
児
加
算
、

一
律
１
７
９
万
６
千
円
も
含
ま
れ
て

い
る
。
平
成
29
年
度
の
補
助
金
見
込

み
額
は
１
億
１
４
１
万
３
千
円
を
予

定
し
て
い
る
。

問

問

問

◇
待
機
児
童
解
消

◇
新
３
学
期
制
へ
の
移
行
を

提
案

◇
な
ぜ
実
現
を
見
な
い
の
か

「
企
業
誘
致
」

◇
職
務
の
範
疇
か
？「
教
職
員

の
部
活
顧
問
、大
き
な
負
担
」

◇
農
水
産
物
流
通
施
設

◇
農
業
の
担
い
手
確
保

◇
学
童
保
育
の
実
情

前里 光信  議員
まえさと こうしん

大城 誠一  議員
おおしろせいいち

儀間 信子  議員
ぎま　  のぶこ

各種企業が集積する小那覇地域

農水産物流通・加工・観光拠点施設の
イメージパース

認可保育園の待機児童についての報道

問

は
ん
ち
ゅ
う



一
般
質
問
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こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

議
　
案

年
金
受
給
資
格
が
25
年
か
ら
10

年
に
短
縮
さ
れ
、
本
町
の
取
り

組
み
と
し
て  

ア
．対
象
者
数  

イ
．対
象

者
に
対
す
る
手
続
き
の
支
援
方
法  

ウ
．

対
象
者
に
手
続
き
漏
れ
は
な
い
か
。

　総
務
部
長
　
　ア
．対
象
者
に
つ
い

て
は
、
本
町
の
対
象
者
は
３
１
１
人
と

な
っ
て
い
る
。
イ
．対
象
手
続
の
支
援

方
法
は
、
年
金
業
務
は
国
か
ら
の
法
定

受
託
事
務
と
し
て
本
町
の
窓
口
で
、
受

給
権
者
か
ら
年
金
に
係
る
申
請
等
を
確

認
し
、
す
べ
て
の
加
入
期
間
が
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
期
間
の
方
は
受
理

し
、
審
査
し
、
申
請
な
ど
に
係
る
事
実

を
審
査
の
も
と
に
年
金
事
務
所
に
申
請

書
の
提
出
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
国
民
年
金
３
号
被
保
険
者
、
厚
生
年

金
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
で
の

内
容
確
認
が
十
分
で
な
い
た
め
、
年
金

事
務
所
へ
案
内
し
て
い
る
。
ウ
．対
象

者
の
手
続
き
漏
れ
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
だ
が
、
今
年
の
11
月
16
日
現
在
で
１

０
５
名
の
方
が
手
続
き
を
ま
だ
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

小
中
学
校
で
の
Ｉ
C
Ｔ
教
育
に

つ
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
今

で
も
２
人
に
１
台
な
の
か
。

　教
育
総
務
課
主
幹
　
　は
い
。

が
っ
か
り
だ
。
文
教
の
ま
ち
西

原
町
で
す
か
ら
、
一
人
一
台
必

要
で
す
よ
。
電
子
黒
板
で
授
業
を
し
て

い
て
２
人
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
見
な
が
ら

だ
と
、
操
作
で
き
る
子
の
方
が
理
解
が

進
ん
で
い
っ
て
、
操
作
で
き
な
い
子
は

置
い
て
い
か
れ
て
し
ま
う
。「
不
便
で

は
な
い
か
。」
と
聞
い
て
み
る
と
「
か

な
り
不
便
で
す
。」
と
。
子
ど
も
た
ち

の
素
直
な
感
想
で
あ
る
と
思
う
。
２
人

に
１
台
は
使
い
に
く
い
、
や
っ
ぱ
り
１

人
に
１
台
与
え
て
は
。

　教
育
長
　
　１
人
に
１
台
が
理
想
的

だ
と
思
う
。
厳
し
い
財
政
状
況
で
非
常

に
悩
ま
し
い
。
で
き
る
か
で
き
な
い
か
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問

問問

◇
年
　
金

◇
小
中
学
校
の
Ｉ
C
Ｔ
教
育

長浜 ひろみ  議員
ながはま

◇東部清掃施設組合の解散について議案 第 53号

《 主な議案の審議結果 》《 主な議案の審議結果 》

10年後の広域一元化のための南部地域のごみ処理施設「東部清
掃施設組合」「糸満市・豊見城市清掃施設組合」を南部広域行政
組合に統合するため。

賛成多数
原案可決

◇東部清掃施設組合の解散に伴う
　財産処分について

議案 第 54号

東部清掃施設組合の解散に伴い、清掃工場、汚泥再生処理セン
ター、し尿処理場跡地、財政調整基金を南部広域行政組合に帰属
せしめるため。

◇西原町国民健康保険税条例の一部を
　改政する条例について

議案 第 58号

国民健康保険制度の平成30年4月からの都道府県単位広域化
制度改正に伴う、県への事業納付金支出と県から示された標準
課税額をふまえ、西原町国民健康保険税条例の一部を改正する
必要があるため。

全会一致
原案可決

◇南部広域行政組合規約の変更について議案 第 55号

（　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

糸満市・豊見城市清掃組合、東部清掃施設組合及び島尻消防、清
掃組合（清掃事務のみ）の解散に伴い南部広域行政組合におい
て、その事務を承継することから、南部広域行政組合規約を変更
する必要が生じたため。

　将来のごみ処理の効率的かつ円滑な推進や財政負担の軽減を 図るため、清掃組合等の統合
と焼却施設の一元化に向けての取り組み

ゴミ処理広域化計画に伴う東部清掃施 設組合の解散関係
1．ごみ処理広域化計画の経緯

・サザンクリーンセンター推進協議会理
事会で、南部広域行政組合と３清掃組合を
統合し焼却施設も一元化することを承認。

・沖縄県指令企第233号で、組合規約第3
条第4号「ごみ処理広域化計画及び施設
整備に関する事務」が承認され、7月1日
施行。

・最終処分場の建設に目処がついたこと
から、サザンクリーンセンター推進協議
会理事会で、将来の組合組織及び焼却施
設の一元化に向けた取り組みを議論、4
月1日に新炉建設準備室を新設して取り
組むことを承認。

※サザンクリーンセンター推進協議会とは…
　糸満市、豊見城市、八重瀬町、与那原町、西原
町、糸満市・豊見城市清掃施設組合、島尻消防清
掃組合、東部清掃施設組合の６市町と一部事務
組合３清掃組合で構成する機関。廃棄物処理施
設及び建設候補地の選定に関すること、広域的
な施設整備に関すること等について審議してき
た。このたびの南部広域行政組合への事務移管
等により、平成３０年３月３１日付けで解散予定。

H20.3.31

H20.6.25

H28.2.25

2．今後のスケジュール

・3清掃組合構成市町村で、清掃組合の解
散議決及び財産処分議決、清掃事務を承
継する南部広域行政組合の規約変更議決
を行う（島尻消防、清掃組合は清掃のみ事
務移管）。

・3月31日付けで３清掃施設の解散、新
組合の規約変更。
・新たな南部広域行政組合の業務スタート。

H29.12月末
まで

H30 .3月末
まで

・基本構想、基本計画等の作成。建設地の決定。環境影響調査、都市計画決定、
  用地買収。施設建設を経て、平成39（2027）年度供用開始を目指す。

焼却施設の
建設【　　】

　沖縄県の国保財政は、近年、前期高齢
者交付金問題により、各自治体は財政赤
字に陥っている。西原町はこれまで国保
税の改定をせずにきたが、今後の国保財
政広域化に向け、県から示された国保税
（料）の水準に近づけるべく、県内市町村
の平均税率まで引き上げる今回の改定
となりました。
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陳
情・意
見
書・決
議

《 陳情・意見書・決議 》《 陳情・意見書・決議 》 《 陳情・意見書 》《 陳情・意見書 》

「介護の現場と県民生活を守るために介護保険制度の改善、
介護従事者の処遇改善を進め、国の責任で介護報酬など財源の確保を求める」

「在沖米海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関する意見書・抗議決議」

陳情 第 776号・意見書 第 11号

意見書 第 12号・決議 第５号

　上記陳情を付託された文教厚生常任委員会では、陳情団体である沖縄県社会保障推進協議会の事務局長より直接陳情趣
旨を伺った後、審議を行い陳情・意見書を全会一致で採択し、本議会においても全会一致で採択しました。

　（意見書の概要）

　度重なる介護保険制度の見直しで、利用料引き上げ、利用制限や市町村に介護費用の削減を迫るしくみの導入などが進ん
でいる。これ以上の利用料引き上げは、県民の生活を困苦に追い込むことになる。また、介護報酬の引き下げにより、介護事業
所が閉鎖や倒産に追い込まれている。さらなる引き下げとなれば、事業閉鎖や倒産がさらに進む。また、要介護度１・２を介護保
険から外し市町村事業へ移す計画が実施されれば、専門職の関与が薄くなり介護の質が低下する。介護の現場を守ること、介
護保険制度を改善することは、県民の生活を守ることである。平成30年度の介護報酬改定、予算作成に向けて、十分な財源の
確保、人員の確保を求める。

記

①生活援助をはじめ、介護サービスの削減や利用者負担の引き下げを実施しないこと

②新総合事業（市町村事業）の予算上限を撤廃し、介護の質を守り、必要な介護をどの市町村でも提供できるよう
　制度を見直すこと

③介護従事者の処遇を改善し、事業所の経営収支の悪化を食い止めること

④以上を実現するために政府の責任で、介護報酬などで必要な財源を確保すること

西原町政（建設関連）に関する陳情陳情 第 774号

　平成29年第６回西原町議会定例会において、建設産業常任委員会に置いて付託されました。平成29年12月
14日に陳情者並びに土木課長の出席を求め審議を行った。
　本件は、西原町建設協力会から、若年者の建設業離れをはじめ技術者不足及び作業員労働者の高齢化に伴う
人手不足並びに建設ラッシュに伴う人件費・資材高騰等により中小企業の経営が厳しくなっていること。西原
町発注工事においても適切な利益が確保できない厳しい状況になっていることから、所要の改善を図るよう
陳情がありました。

政府に「北朝鮮による日本人拉致問題の早急な解決を求める」
意見書の提出を求める陳情陳情 第 768号

　平成29年第4回西原町議会定例会において、総務財政常任委員会に付託されました。平成29年11月21日に
陳情者と関係者2名を当委員会に招聘し説明を受けました。陳情内容は、「拉致と認められてない特定失踪者
（北朝鮮による拉致の疑いがある）が全国で877名、沖縄県では33名（実態は50名を超えている可能性があ
る）で、政府は、あらゆる方策を講じて拉致被害者を取り戻す努力を続け、全員の早急な帰国を実現させなけれ
ばならない。この実態を県内市町村議会に知ってもらい、国や政府に対して意見書を提出してほしい為の陳情
活動を行っている。」というものでありました。

北朝鮮による日本人拉致問題の早急な解決を求める
意見書（要旨）意見書 第 10号

　上記の陳情第768号を踏まえて、平成14年に行われた日韓首脳会談で、北朝鮮は日本人拉致を認め、我が国
の拉致被害者５人とその家族の帰国が実現した。しかし、その後13年の歳月が経過したが、５人の帰国以外には
問題が図られていない状況にある。日本政府は、全ての拉致被害者の安全確保と早急な帰国を最重要課題であ
るとしている。よって、国会並びに政府におかれては、北朝鮮との窓口を堅持しつつ、関係各国との緊密な連携及
び国連を中心とする多国間の協議を踏まえながら、対話と圧力、行動対行動の原則を貫きあらゆる手段を講じ
て日本人拉致問題の完全解決のため全力で取り組むよう強く要望する。

記

１.　北朝鮮に拉致されたすべての被害者を一刻も早く救出し、早期の帰国を実現すること
２.　北朝鮮による拉致の可能性が排除できない失踪者の真相を早急に解明すること

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
沖縄県西原町議会

（宛先）　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　内閣官房長官　外務大臣
　　　　拉致問題担当大臣　国家公安委員会委員長　警察庁長官

　去る11月19日に起こった死亡事故に対して、米軍及び日米両政府は、事故に至る経緯等を含めて十分調査するとともに、
遺族に対する補償等について誠実に対応すべきこと。また、日本政府に対しては、このような事故が再び起こることがないよう
米側に毅然とした態度で臨むべきであることを求めた。

記

①被害者の遺族への謝罪及び完全な補償を速やかに行うこと

②在沖海兵隊の早期の国外、県外への移転を求めること

③沖縄県・日本政府・米国政府の三者による特別対策協議会を設置して事件・事故の再発防止を図ること

④日米地位協定の抜本改定を行うこと

全会
一致

全会
一致

全会
一致
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　オスプレイが名護市安部の浅瀬に墜落して1年目となる12月13日午前10時8分ごろ、米軍普天間飛行場に
所属する海兵隊のCH53E大型輸送ヘリの窓が普天間第二小学校の運動場に落下した。宜野湾署によると窓
は約90センチ四方の金属製の外枠があり、重さは約7.7キロ。アクリル製とみられる透明板が現場に散乱した。
発生時は体育の授業中で児童54人が運動場におり、十数メートルの距離にいた男子児童の左ひじに風圧で飛
んできた物が当たり、痛みを訴えたとのことである。
　12月7日午前10時20分頃にも、同型機であるCH53E大型輸送ヘリからとみられる落下物が、緑ヶ丘保育
園の園舎の屋根に直撃するという事故があったばかりである。これらは、一歩間違えれば人命にかかわる重大
な事故であり、子どもたちの健やかな成長を育む保育・教育現場の安心や安全が崩れる危機的状況である。
　本町議会は、これまでこのような事故が発生するたびに再発防止及び綱紀粛正の徹底を米軍及び関係機関
へ幾度となく申し入れてきたが、またしてもこのような事故が起きたことに対し、事故後の効果ある再発防止策
が講じられているのか甚だ疑問であり、大変遺憾である。
　よって、本町議会は町民の生命、財産、安全を守る立場から落下物事故に対し、厳重に抗議するとともに、下
記事項について速やかに実現するよう強く要請する。

記
1　住宅地域上空での飛行訓練を禁止すること
2　同型ヘリの飛行を即時中止し、事故原因の結果を早急に公表すること
3　全ての米軍機の徹底した点検整備と安全管理の強化を図り、実効性ある再発防止策を確立すること
4　普天間飛行場の早期閉鎖・返還を実現すること
5　日米地位協定を抜本的に改定すること

あて先
　内閣総理大臣　内閣官房長官　外務大臣　防衛大臣　沖縄及び北方対策大臣　沖縄防衛局長 
　駐日米国大使　在日米軍司令官　在日米軍沖縄地域調整官　第3海兵遠征軍司令官　在沖米国総領事

米軍普天間飛行場所属CH53E大型輸送ヘリからの
落下物事故に関する意見書・抗議決議
米軍普天間飛行場所属CH53E大型輸送ヘリからの
落下物事故に関する意見書・抗議決議 全会
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【
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】
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あ
り
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？
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２
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に
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民
の
声
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映
さ
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て
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ま
す
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【
３
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４
】
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５
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特集特集特集
Vol.10Vol.10

回収されたアンケート用紙

①関心がある
②関心がない
③どちらとも言えない

①ある
②ない

①はい
②いいえ

①はい
②いいえ

①思う
②思わない
③どちらとも言えない

①
13%
①
13%

②
87%
②
87%

①
59%
①
59%

②
41%
②
41%①

80%
①
80%

②
20%
②
20%

①
55%
①
55%

②
10%
②
10%

③
35%
③
35%

①
14%
①
14%

②
29%
②
29%

③
57%
③
57%

賛否

【反対の意見】議会、町広報誌、住民説明会において、町長の陳謝により町民へは充分な説明がなされたと思う。
　　　　　　 今まで副町長が答えた以上のものが出てくるとは信じ難く、ただ蒸し返し混乱するだけに終わると危惧するため、反対。

宮
里
　
芳
男

○
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栄
城
　
哲

○

伊
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裕
子

○

与
儀
　
　
清

×

宮
里
　
洋
史

○

屋
比
久
　
満

○

伊
波
　
時
男

長
浜
ひ
ろ
み

上
里
　
善
清

○○○

大
城
　
誠
一

○

呉
屋
　
　
悟

○

儀
間
　
信
子

○

平
良
　
正
行

○

大
城
　
純
孝

○

大
城
　
好
弘

○

喜
納
　
昌
盛

○

与
那
嶺
義
雄

○

前
里
　
光
信

○

新
川
　
喜
男

議長

（提案理由）
　これまで、本議会は、災害時避難所施設建設中止・（株）西原ファームの債権放棄問題について、予算の一部
修正や一般質問等で問題を追及してきました。その結果、災害時避難施設建設は、建設中止。また、（株）西原
ファームの債権については、放棄を認める事となった。
　この両件について西原町は、独自の住民説明会を開催し、事業主旨・概要や建設中止や債権放棄に至った経
緯等の説明と謝罪を行い、再発防止に向けた取り組みを現在行っています。
　町民から負託をうけた議会の大きな役目は、「行政監視」であり、その状況や結果を町民に説明する責任があります。
　本議会は、両件について、議会としての統一見解を持ち、町民が納得できる説明責任を果たせていないと同時
に、今後このような事が繰り返されないように、行政に対し再発防止の提言もされていないのが現状であります。
議会の立場や目線から調査を行い、その結果を町民と行政に示すべきだと考えます。
よって、「災害時避難所施設建設中止・（株）西原ファームの債権放棄問題調査特別委員会」を設置する。

災害時避難所施設建設中止・㈱西原ファームの
債権放棄問題調査特別委員会設置に関する決議
災害時避難所施設建設中止・㈱西原ファームの
債権放棄問題調査特別委員会設置に関する決議

可
決
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【
６
】
あ
な
た
は
町
議
会
の
動
画
を

　
　
　見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

【
７
】
あ
な
た
は
町
議
会
議
員
に
、

　
　
　何
を
求
め
ま
す
か
？

【
８
】（
１
）
あ
な
た
は
、
町
議
会
議
員
に
意

　
　
　
見
や
要
望
を
伝
え
た
こ
と
が
あ
り
ま

　
　
　
す
か
？

（
２
）①
伝
え
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え

　
　
　
た
方
の
み
ど
の
様
に
意
見
や
要
望
を

　
　
　
伝
え
て
い
ま
す
か
？

（
３
）②
伝
え
た
こ
と
が
な
い
と
答
え

　
　
　
た
方
の
み
伝
え
た
こ
と
が
な
い
理
由

　
　
　
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
９
】
あ
な
た
は
、
町
議
会
議
員
の
定
数
19 

　
　
　人
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
感
じ

　
　
　て
い
ま
す
か
？

【
10
】
あ
な
た
は
、
町
議
会
議
員
の
報
酬
が

　
　
　月
額
24
万
３
千
円
で
あ
る
こ
と
に
つ

　
　
　い
て
ど
う
感
じ
ま
す
か
？

【
11
】
あ
な
た
は
、
議
会
報
告
会
や
意
見
交  

　
　
　換
会
が
開
催
さ
れ
た
ら
参
加
し
ま
す

　
　
　か
？

①多いと思う
②適当であると思う
③少ないと思う
④わからない

①多いと思う
②適当であると思う
③少ないと思う
④わからない

①参加する
②参加しない
③わからない

①見たことがある
②見たことがない
③知らなかった

①伝えたことがある
②伝えたことがない

①必要を感じない
②議員を知らない
③なんとなく敷居が高い

①直接会いに行っている　
②会った時に伝えている
③電話やメール、
　FAXなどで伝えている
④議員個人のホームページや
　Facebook 等に
　書き込んでいる

①町民との意見交換の場を設ける
②定期的な活動報告会を行う
③町民への情報提供
④町政運営のチェック機能を強化する
⑤町議会議員としての資質を向上させる
⑥町政運営への提言活動の強化
⑦その他

【
12
】
議
会
の
活
性
化
（
改
革
）
に
つ
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て
、

　
　
　ど
の
様
な
取
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み
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す
か
？

　
今
回
の
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、
貴
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な
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も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
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を
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ま
す
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６
に
つ
い
て

「
現
在
、
町
で
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の

解
決
策
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
す
る
に
の
で
あ
れ
ば

見
る
。」

７
に
つ
い
て

「
公
約
の
実
施
率
」、「
ヤ
ー
グ
ァ
ー
ツ
ク
エ
ー
（
仲
間

す
べ
て
の
項
目
に
回
答
が
及
ん
で
い
る
。
一
番
多

か
っ
た
要
望
は
「
町
民
へ
の
情
報
提
供
」
だ
っ
た
。

　
Q
９
の
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、「
多
い
と
思
う
」

と
「
適
当
で
あ
る
」
が
拮
抗
し
て
い
る
。

　
Q
10
の
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、「
適
当
で
あ
る
」

が
過
半
数
を
超
え
て
い
る
。

　
Q
11
で
は
、
議
会
報
告
会
や
意
見
交
換
会
に
参
加

し
た
い
人
が
42
％
い
た
。

　
Q
12
の
議
会
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
で
は
、「
議

会
だ
よ
り
」
と
「
議
会
報
告
会
や
意
見
交
換
会
の
充

実
」
と
「
多
様
な
人
材
が
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
」
が
必
要
と
答
え
た
人
が
多
か
っ
た
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
10
代
〜
80
代
以
上

の
８
世
代
の
男
女
別
で
集
計
し
て
お
り
ま
す
が
、
議

会
だ
よ
り
に
全
て
を
載
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
は
、
今
後
、
議
会
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
は
、
今
後
に
活
か
し
て
ま

い
り
ま
す
。
　

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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①議会だよりの充実
②議会ホームページの充実　
③傍聴しやすい時間の町議会開催
④録画配信の充実
⑤議会報告会や意見交換会の充実
⑥審査・政策提言の強化
⑦多様な人材が参政しやすい環境づくり（性別、世代別）

づ
く
り
）
が
多
い
」、「
も
っ
と
勉
強
し
て
ほ
し
い
（
町

全
体
の
事
を
考
え
て
）」、「
大
勢
い
て
も
役
に
立
た
な

い
」

８
（
２
）
に
つ
い
て

「
議
員
と
話
し
合
う
場
が
な
い
」、「
伝
え
る
場
所
を

知
ら
な
い
」、「
面
倒
だ
か
ら
意
見
等
し
た
く
な
い
」

10
に
つ
い
て

「
若
い
人
達
が
議
員
に
な
れ
る
よ
う
（
生
活
で
き
る
）

定
数
を
減
ら
し
て
、
報
酬
を
上
げ
る
」、「
町
職
員
の

平
均
給
与
程
度
が
適
切
だ
と
思
う
」、「
活
動
内
容
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
」

12
に
つ
い
て

「
議
員
定
数
の
男
女
比
同
数
の
条
例
化
」

 

　
〜
結
果
か
ら
わ
か
る
こ
と
〜

　
Q
1
で
は
、
議
会
に
は
関
心
が
あ
る
が
過
半
数
を

超
え
、
関
心
が
な
い
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
Q
２
で
は
、
約
３
割
の
人
が
町
民
の
声
が
反
映
さ

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
な
い
。

　
Q
3
で
は
、
議
会
の
傍
聴
を
し
た
こ
と
が
な
い
人

が
約
９
割
と
多
い
。
し
か
し
、
Q
４
で
、
傍
聴
し
た

い
と
答
え
た
人
が
約
６
割
い
る
。

　
Q
５
で
、
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い
る
人
が
８
割

い
た
。

　
Q
6
で
は
、
動
画
配
信
は
一
昨
年
８
月
か
ら
実
施

し
て
い
る
が
、
動
画
を
見
た
こ
と
が
な
い
人
が
過
半

数
で
あ
る
。

　
Q
7
の
町
議
会
議
員
へ
の
要
望
は
、
複
数
回
答
で
、
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西原町議会事務局

議会だよりに対するご意見、
ご要望はこちらへ

TEL:098-945-5122

9月議会の傍聴者

延べ人数

印刷／㈲アイドマ印刷

　
昨
年
末
か
ら
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
例
年
よ
り
早
く
流
行
し
、

そ
の
勢
い
は
２
月
に
入
っ
て
も

衰
え
て
い
ま
せ
ん
。県
の
統
計
で

も
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、警
報

レ
ベ
ル
を
大
き
く
こ
え
る
も
の

で
、よ
り
一
層
気
を
付
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
寒
い
日
が
続
く
中
、行
事
も
落

ち
着
き
、町
民
も
企
業
も
各
種
団

体
も
次
年
度
へ
準
備
を
す
る
時

期
と
な
り
ま
し
た
。別
れ
の
季

節
。仲
間
と
の
残
り
の
時
間
を
大

切
に
し
、気
持
ち
の
良
い
節
目
に

す
る
た
め
に
も
、体
調
を
万
全
に

年
度
末
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
!(̂ )̂!

（ 

宮
里
　
洋
史 

）

つ
ぶ
や
き

人15

表紙の題字と写真を

お寄せください
表紙の題字と写真を

お寄せください

議会事務局（担当：新川）

Mail : gikai_jimu@town.nishihara.okinawa.jp
  Tel.   945-5122送付先

議会だより
第75号

題  字  制  作  者

坂
田
小
学
校
５
年

漢
那 

奏
夢 

さ
ん

3月2日（金）午前10時
3月定例会開会予定

今回の表紙題字

　　坂田小学校5年
 かん   な       かのん

漢那 奏夢 さん

No. 75No. 75
2018（平成30）年

3月1日発行

12月議会

2018（平成30）年
3月1日発行

12月議会

【ひとこと】

　いつか、西原町に、犬と一緒に、
遊んだり、ショッピングしたり、
泊れたりできる施設が
できればいいな。

あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか？
　表紙の題字（『議会だより』の文字。横書き）と写真を募集して
います。上手い下手は関係ありません。小学生から大人まで、い
きいきとした題字と笑顔あふれる写真をお待ちしています。

※詳細は議会ホームページをご覧ください。

  Fax.   945-5045

議　会　活　動西原町

か
ん    

な        

か
の
ん

平成30年度予算案説明会

― 厳しい財政状況を反映 ―

2 ⁄ 13
ー町役場

ー

議会広報調査特別委員会－議会広報研修会－
　沖縄県町村議会議長会主
催による「議会広報研修会」
が2月1日・2日に開催され、県
内28町村議会が研修を受け
ました。
　熊本日日新聞社NIE専門委
員で熊本大学客員教授の越
地真一郎（こえじ・しんいちろう）氏を講師に「『読む！資（ただ）す！生かす！』
～熟議型クリニックで新たな気づきを～」をテーマに行われました。
　近年、議会広報誌作成の流れは、「文字数は極力減らし、簡潔に内容を
伝える」ことや「見出しに対する、リード文（記事の前に置かれる文章で、そ
のあとに続く本文の概要を伝える文）を取り入れる」などとなっており、全
国の議会広報委員は、わかりやすい紙面づくりに取り組んでいます。
　わが西原町の議会だよりは、連載している特集記事が高く評価され、
第17回県町村議会広報コンクール（主催：県町村議会議長会）で、審査委
員特別賞を頂きました。これを励みにし、また、研修会で学んだことを活か
して、「読みやすく」「わかりやすい」紙面づくりに取り組んでいきたいと思
います。
　町民の皆様～、「議会だより」を是非、読んでくださいね!!

　2月13日、平成30年度西原町一般会計予算を編成するにあたり、議員
への予算案説明がありました。予算案説明の中で、本町の危機的な財政状
況※及び各種事業の中止や廃止・延期等、また、各種補助団体の補助の減
額、職員人件費削減や議会費の削減等が示されました（※説明時点の歳入
歳出の乖離（かいり）は、約1億5千万円。これは、消防職員の５人採用に係
る人件費も含む東部消防組合の西原町負担金の約3千万円は除く額で、ま
だ予算精査中のため、その額は日々動きがあるとのこと）。
　議会費については、政務活動費の皆減、議員報酬の減額や議会広報事
業費の減などが主な内容でした。議員からは「今年9月までの任期というこ
ともあり、改選後の議員で議論すべき」、「厳しい財政状況であり議員にも
（チェック機能を十分果たせていない）責任があり、仕方がない」、「議会費
は議長を中心に議員が決めるものである」、「議会活性化に逆行している。
若い議員が手を挙げられない」、「（議会は行政監視の）責はあるが、執行側
の見通しの甘さが一番の原因であり、そのために議会費に手を付けるとい
う考えは根本的におかしい」など、さまざまな意見があり、議会費予算案に
対する議会としての結論はまとまりませんでした。

【おわびと訂正】 前号（第74号）で、次のとおり誤りがありましたので、おわびして訂正します。
14頁下 … 〈平成29年度特別会計補正予算〉の介護保険　歳入（主な要因）繰入金
　　　　　（誤） 5千円→8，8878万4千円（8,877万9千円増） ⇒（正） 5千円→8,878万4千円（8,878万9千円増）
19頁下 … 【再質問・回答】の最後の　Q．（誤）事業を開始しして～ ⇒（正） 事業を開始して～

大変ご迷惑を
おかけしました

動物、特に犬が大好きで、
１匹飼っています。将来は、
獣医になりたい。　　　　

２ ⁄ ２
ー那覇市

ー


